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本日のおはなし

（１）「環境未来都市北九州市」としての
これまでの歩みと成果

（２）ＳＤＧｓの推進に向けての取り組み
状況



「環境未来都市・北九州」へ

【環境対応】 【超高齢化対応】 【国際環境ビジネス
・被災地復興支援】

①都市の低炭素化・省エネ化

②アジアの環境保全

③自然環境・生物多様性の保全

④資源リサイクル拠点の形成

①身近な地域で健康づくりの推進

②救急医療・リハビリテーション
体制の充実

③地域全体で子どもや高齢者を
見守るしくみづくり

④安心して子育て・教育できる
環境づくり

①アジア低炭素化センター
を核にした
都市インフラの海外展開

②被災地の復興を支援

１．「北九州市環境未来都市」とは

「北九州市の強み」を活かして、「課題解決のモデル都市」に！！

【本市の強み】
○「ものづくり」の技術
○「公害克服」の経験
○「市民力」(市民団体・自治会・ＮＰＯなど)

【本市（＝将来の日本）の課題】
○人口減少
○高齢化
○産業構造の変化 など



総合的な認知症施策の推進２．北九州市環境未来都市の取り組み ①

「地域を支える新たな仕組みづくり」

■主な成果
○「モデル事業（ 地域課題の見える化）」の他地域への展開
○地域を越えて、全市的・横断的に取組む「ＥＳＤの推進」

複数の専門家による複眼的な視点
を踏まえたワークショップの実施

親子で楽しみながら参加でき、
防犯にもつながる「親子大声大会」

コンソーシアムでの議論 モデル事業（ワークショップ） モデル事業（地域行事での実践）

全13回の全体会議等において
議論・検討

「環境未来都市」としての複合的・横断的なアプローチによる地域課題の解決

・複数の課題に対する分野横断的な解決
・地域、NPO、企業など多様な主体が横断的に連携した課題解決

■「地域課題」 の見える化と横断的な取り組み
・地域課題の質・量の増大（防犯・防災・高齢者対策・子育て・健康づくりなど）
・地域活動の担い手不足（少子高齢化・地域コミュニティの希薄化など）



～北九州スマートコミュニティ創造事業～

２．北九州市環境未来都市の取り組み ②

「北九州市地域エネルギー拠点化推進事業」

メガソーラー洋上風力発電
多様なエネルギー供給の
総合ショールーム
【響灘地区】

■主な成果
○地域エネルギー会社「㈱北九州パワー」の設立（H27.12）
○バイオマス発電所の設置・運営事業者（優先交渉者）決定（H28.8）
○響灘洋上風力発電施設の設置・運営事業者決定（H29.2）
（計画：最大44基、総事業費1,750億円） ㈱北九州パワー



廃棄物分別中間処理施設（スラバヤ市）

ハイフォン市（ベトナム）
2014年4月 「姉妹都市協定」

プノンペン都（カンボジア）
2016年3月 「姉妹都市協定」

プノンペン都との姉妹都市協定締結式

スラバヤ市（インドネシア）
2012年11月 「環境姉妹都市提携」

アジアとつながる３つの力
①公害克服の経験
②環境・エネルギー技術
③フレンドリーな関係

ダバオ市（フィリピン）
2016年11月「戦略的環境パートナーシップ協定」

２．北九州市環境未来都市の取り組み ③

「アジア低炭素化センターを核にした海外展開」

■主な成果
○廃棄物管理、エネルギー、上下水、環境保全など
「北九州モデル」を活用した総合的なまちづくり
の輸出
（ＦＳ調査：インドネシア他4カ国、ビジネス支
援：インドネシア他8カ国、コンサルティング
業務：カンボジア他4カ国）



各国へ専門家を派遣

各国から研修員を受入

●国際技術協力

北九州市

学識者
（大学教授）

関係機関
（JICA，JBIC等）

民間企業

上流から下流まで

・建設コンサルタント

・土木建設

・プラント建設

・電機・計装システム等
・金融・商社等

・その他

中央政府

Public PrivatePublic Private

PartnershipPartnership

・国内外に貢献する上下水道
・経験やノウハウの蓄積
・人材育成
・人的ネットワークの形成

●海外水ビジネス
「北九州市海外水ビジネス推進協議会」 と連携し、ベトナム、
カンボジア、インドネシアを中心に海外水ビジネスを展開

北九州市海外水ビジネス推進協議会

２．北九州市環境未来都市の取り組み ④

「官民連携による海外水ビジネスの展開」

カンボジアでの技術協力の様子

ベトナムに完成した
Ｕ－ＢＣＦ

カンボジア工業手工芸省と
覚書締結

■主な成果
○水ビジネス受注件数：51件（H29.8時点）
（カンボジア、ベトナム、インドネシア、ミャンマー、中国）
○「プノンペンの奇跡」に導く



地域エネルギーの拠点化 海外水ビジネス 城野ゼロカーボン先進街区

【環境・産業経済・港湾】 【上下水道・環境】 【建築都市・建設・環境】

横断的な取り組みの成果

平成28年5月1日～2日開催

世界に認められた
「公害克服」

公害を乗り越え
「クリーンエネルギーの近代都市」へ 「環境未来都市北九州市」を世界に発信！

３．北九州市環境未来都市の成果
「横断的施策の推進」で世界に認められる都市に！



○ＳＤＧｓは、「世界共通の
目標」

○17の「ゴール」の多くは、
「北九州市環境未来都市」
の既存施策と関連

世界に「北九州市」を発信

○北九州市地域エネルギー拠点化推進事業 【環境：低炭素・省エネ】
○城野ゼロ・カーボン先進街区形成事業 【環境：低炭素・省エネ】
○日中大気汚染・省エネ対策共同事業 【環境：水・大気】
○官民連携による海外水ビジネス 【国際環境ビジネス】
○健康で元気な高齢者をつくる多世代交流事業 【超高齢化】 など

＜北九州市環境未来都市の主な取り組み＞

４．「北九州市環境未来都市」とＳＤＧｓの関係



５．私が考える「ＳＤＧｓ」とは・・・

発展途上国だけの問題ではなく、
今日の我々の問題！ ・ ・・



＜公開シンポジウムの開催＞
【開催概要】
「わが国のＳＤＧｓ達成に向けた地域の取り組み」
○開催日：平成29年６月3日（土）
○会 場：北九州国際会議場
○主 催：外務省、環境省、北九州市 ★2省と自治体が主催したのは全国初★

○参加者：市民 約500名
○内 容
・基調講演「自治体にとってのSDGs-導入の意義、目的、方法-」

（一財）建築環境・省エネルギー機構理事長 村上周三 先生
・基調講演「環境首都グランド・デザインから見たSDGsと環境基本計画」

福岡大学名誉教授(北九州市環境審議会会長)  浅野直人 先生
・パネルディスカッション、総括 ほか

北橋市長挨拶 村上先生講演 パネルディスカッション

６．北九州市のＳＤＧｓ推進に向けた取り組み ①
「市民への啓発（ＳＤＧｓに対する市民の認知度の向上）」



６．北九州市のＳＤＧｓ推進に向けた取り組み ②
「ＥＳＤや女性活躍推進の取組み」

＜北九州ＥＳＤ協議会の取り組み＞
「地域・ＮＰＯ＋大学」のコラボレーション

大学生の運営による、市民交流会「ツキイチの集い」
「グリーンバード」による、

まちなかゴミ拾い

大学生による、子ども向けＥＳＤ講義

＜女性活躍の推進＞
北九州市の付属機関及び市政運営上の会合（H29.7.1現在）

女性委員参画率 ５０％超 ※指定都市で初！



○国連本部(ﾆｭｰﾖｰｸ)で国連会合(ハイレベル政治フォーラム)が開催 (2017. 7)
○ピコ太郎とともに北九州市の上下水道の取組映像が世界に発信される

外務省ＨＰ

７．北九州市にとってのＳＤＧｓ（まとめ）
～ＳＤＧｓに取り組み｢都市のステータス｣をさらに向上させる～

「北九州市環境未来都市」の施策を伸ばす！

「ＳＤＧｓ」に貢献し、北九州市を世界に発信！！


